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序　　文
京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来 1200 年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成 13年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平方米から、数千平方米におよぶ大規模調査まであ

りますが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できる

こととなります。

このたび老人ホーム建設に伴う平安京跡の発掘調査成果を報告いたします。本報告書

の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たまわりますようお願い

申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成 15年 11月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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平安京左京四条二坊十四町跡

１．調査経過
調査地の本能小学校跡地は現蛸薬師通・油小路通・小川通に囲まれた区域で、平安京では左京

四条二坊十四町の北西四分の一町に該当する。『仁和寺所蔵古図』によれば平安時代中期には十四

町に縫殿守藤原為兼の邸宅や大和国竹林寺に関わる土地があったと記されているが、それらがこ

の町のどのあたりに所在したのか正確な位置は不明である。当地北側の十五町は、現在は寺町通

御池に所在する本能寺の旧地にあたるが、江戸時代の絵師、森幸安の『中昔京師図』には、「本能

寺地」として今回の調査地である十四町を含めた南北２町の範囲が指定されており、その寺地が

十四町におよぶ可能性もあった。また、『寛永十四年洛中絵図』などには、周囲の道路に沿って並

ぶ町家に囲まれた十四町中央部に、江戸時代の大名家本多甲斐守の京邸があったことが記されて

いる。

－�－

図１　調査位置図（１：2,500）



当地に京都市により本能特別養護老人ホーム（仮称）の建設が計画され、事前に試掘調査およ

び旧校舎基礎の撤去に伴う立会調査を実施した。その結果、平安時代から近世にかけての遺構が

多数重複して遺存していることが確認された。これらの点を踏まえた協議の結果、発掘調査を実

施する運びとなった。

発掘調査は周辺の道路事情により残土の搬出が不可能と判断されたため、調査区を東部（１区）・

西部（２区）の二つに分け順次作業を進めた。１区では北壁沿いが旧校舎の基礎によってかなり

削平を受けていたものの、ほぼ全域で地表下約１ⅿに江戸時代の遺構が良好に残っており、この

面から平安時代に至るまでの遺構を調査した。この１区の調査過程で、平安京条坊関連遺構の確

認のため、調査区北部の２箇所を拡張区として一部拡張したところ、平安時代の四条坊門小路の

南側溝および路面（SD2001・SF1999）の一部とともに、東西方向の大溝（SD2000）を検出した。

検出位置や出土遺物の年代からこの SD2000 が下京惣構に関連する濠とみられたことから、その

確認を目的として２区の北側に新たに３区を設定し、２区とともに調査を進めた。２区の調査で

は、調査区の北・西・南の三方で旧校舎の基礎が深く、江戸時代の遺構面の残存状況は１区ほど

ではなく、この逆「コ」字形の部分では現代層を取り除いた時点で室町時代の遺構が現れている

箇所もあった。しかし、中央部の残存状況はおおむね良好で、１区と同様に江戸時代から平安時

代までの遺構群を６面にわたって調査した。２区の江戸時代の遺構面では、本多甲斐守京邸のゴ

ミ捨て穴と思われる土壙（SK2053）を検出し、多量の遺物を採集した。３区では、目的とした濠

（SD2000）を調査区全面で確認することができた。各区での調査の結果、平安時代から近代に至

－�－

図２　調査図配置と地区割り（１：500）



る 4,000 を超える遺構や多量の遺物を検出した。遺構の種類も多岐にわたるが、特に各期の井戸

跡を 76基検出し、平安京時代以来当地において継続的に生活が営まれていたことが確認できた。

さらに、北拡張区および３区での下京惣構の濠の検出と『洛中洛外図』（上杉本）との検討から、

本能寺の位置に関して重要な情報が得られた。また、江戸時代前期の土壙 SK2053 はその位置関

係から本多甲斐守京邸敷地の北西隅に設けられたゴミ廃棄土壙と推定され、出土した土器・陶磁器・

木製品・金属製品・食物残滓などの多種多量の遺物は、当時の武家屋敷に於ける生活の一端を考

察するにあたっての好資料となった。なお、調査期間中に地元対象の成果説明会２回、一般対象

の現地説明会１回および報道発表を通じ、成果の一部を公表している。現地説明会には 1,000 名

を超える見学者の参加があった。

－�－

図３　調査前全景（北西から） 図４　現地説明会風景



２．遺　　構

（１）遺構の概要
今回の調査の結果、平安時代から近代までの遺構を 4,539 基を検出した。その種類は土壙・井戸・

溝・石室・柵・石垣（基底部）・土蔵基礎・ピッ

ト（柱穴）・墓・便所など多岐にわたる（表

１)。

時代別にみると平安時代後期の遺構数が

特異的に多く、江戸時代前期がそれに次ぐ。

これらの数値がこの地域の歴史的な生活密

度をそのまま反映しているのかという点については、各期の遺構の内容や遺物の検討を今後さら

に進めなければならないが、そのひとつの目安である井戸数の変化からみても、およその傾向が

現れていると思われる。ただ、遺構数が多い江戸時代前期の井戸数が少ないのは、やや不自然に

見えるが、これは調査区東半部が当該期には本多家の京邸の敷地となっていたことによるもので

あろう。その後に町屋として分割して利用されるようになった江戸時代後期の井戸数の増加をみ

れば、この数値の低さが理解できよう。逆に江戸時代後期の井戸数に対する他の遺構数の少なさは、

小学校の基礎による破壊や調査時の機械掘削深度より浅い位置に存在した江戸時代後期の遺構が

削平された結果であり、本来の遺構数は当然これよりも相当数多かったものと思われる。

この章では、これまでに整理過程で帰属時期が判明している土壙・井戸・溝・建物など、主要

な遺構についてその概略を記す。ただし、各期の遺構面については、旧校舎の基礎あるいは後世、

特に桃山時代から江戸時代初期の規模の大きな土壙や土取りなどによる削平、また逆に各時期に

施された部分的な整地などのため層序は複雑で、単一時期の遺構面の広がりを必ずしも捉えきれ

たわけではない。そのため、ここでは検出した遺構群を、出土遺物や成立の前後関係をもとに整

理し、それを第１期（第６面－平安時代前期から中期）、第２期（第５面－平安時代後期から末）、

第３期（第４面－鎌倉時代から室町時代前期（南北朝））、第４期（第３面－室町時代）、第５期（第

２面－桃山時代から江戸時代前期）、第６期（第１面－江戸時代中期以降）の６段階に区分し（表２）、

時期を追って説明を加えて行くことにしたい。

（２）第１期の遺構（図８・９）
第１期は９世紀初頭からの幅を設定しているが、９世紀代に遡る遺構はピットが２基あるのみ

で、あとはすべて 10世紀代のものである。遺構数は 526 で、掘立柱建物２棟、溝８条、土壙 40基、

井戸２基、小規模な池状の遺構１基のほかピット 470 基などがある。

井戸 SE3444（図７、図版 13）  ２区北部で検出した円形縦板組の井戸。掘形は検出面で約２ⅿ

四方の方形で、底部に向かってすぼまる。井戸側は幅 10㎝前後、厚さ４～５㎝の板材を 24枚用

いて内径 0.75 ⅿの円形に組み合わせている。上部は腐蝕していたが、部材の残存状況は良好で、

－�－

表１　各期の遺構数
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表２　遺構概要表
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図５　南壁土層図 - １（１：50）
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図６　南壁土層図 - ２（１：50）
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表３　南壁層名 - １
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表４　南壁層名 - ２
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表５　南壁層名 - ３



底部から約２ⅿが遺存していた。各部材は上下

２箇所でほぞ組みされ隙間なく丁寧に合わされ

ている。底部には径 70㎝、高さ 25㎝の曲げ物

が設置されている。木組み外面に腐蝕した縄の

痕跡が巡っていたが、これはおそらく地上で組

み立てた井戸枠を掘形に設置する際に枠を補強

あるいは懸架するために縛った縄が放置された

ものと考えられる。遺物は２- Ｃ（表２、以下土

器類の時期表記は同表による）の土器類が主で、

大半が枠内の上層部（断面図１・２）から集中

して出土し、中層以下の堆積土にはほとんど含

まれていなかった。底部の標高は 32.3 ⅿ。

井戸 SE3000（図版 13）   ２区南部、SE3444

の南東約 18 ⅿに位置する井戸。掘形平面は楕

円形を呈し、東西約 3.5 ⅿ、南北 2.5 ⅿと井戸

の規模の割には大きい。井戸枠は東寄りに設置

されており、構造や部材は SE3444 と同様の円

形縦板組みであるが、底部に曲げ物などの施設

はない。内径 70 ㎝、底部から約１ⅿ残存し、

それより上部は腐蝕して痕跡をとどめるのみで

あった。遺物は多くないが３- Ａの特徴を示す土

器類が出土した。SE3444 廃絶後に作り替えら

れた井戸と思われる。底部の標高は 32.4 ⅿであ

る。

溝SD3330　２区南壁際に検出した東西方向の溝。溝心は建物２の南柱筋から約３ⅿに位置する。

西壁から約８ⅿを確認したが、それより東は後世の遺構によって破壊されており不明である。溝

幅は 0.5 ～ 0.6 ⅿ、深さは約 0.1 ⅿと浅いが遺物は多く、３- Ａの土器類が多量に出土した。

建物１　２区西壁寄りに位置する南北方向の掘立柱建物。東西２間×南北を３

間分検出した。妻柱は北側を確認したが、南は不明で、さらに延びる可能性もある。

柱間は東西・南北共に 2.4 ⅿ（８尺）等間。柱掘形は径 0.6 ⅿ前後である。遺物

は小片で量もわずかであるが、３- Ｂに属する。

建物２　２区南西部に検出した東西方向の掘立柱建物。東西４間×南北を２間

分を検出したが西妻柱は未確認で、西へ延びる可能性がある。柱間は東西・

南北共に 2.1 ⅿ（７尺）等間。柱掘形は径 0.4 ⅿ前後とやや小振りである。

遺物は土師器の小片ばかりであるが、この土器群も建物１のものと同様

－11－

図７　SE3444 実測図（１：50）
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図８　第１期の遺構（西半）実測図（１：200）
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図９　第１期の遺構（東半）実測図（１：200）



３- Ｂに属するものである。

池 SG1997（図版 10）  １区北東隅付近に位置する不整形な窪み。南部および東部が後世の遺構

により破壊され、正確な規模は不明である。堆積土は腐植土を含む灰色の粘質土で南肩付近の傾

斜に沿って拳大の礫が集中する。遺物の大半は瓦であるが、３- Ｂの土器類が少量出土している。

溝 SD3350・1886　建物２の南辺に沿う東西方向の溝。２区西壁から約 27ⅿの地点でほぼ直角

に南に向きを変える。近世の土壙などにより寸断されていたため調査時には１区で検出した 1886

とは別番号を与えたが、方向や規模、出土遺物の時期を検討した結果、同一の溝であると判断した。

幅 0.2 ～ 0.3 ⅿ、深さ 0.1 ～ 0.15 ⅿの小規模な溝である。出土土器は３- Ｂに属する。

第１期の遺構群全体について見ると、少数の遺構はあるもののこの地域が９世紀代に活発に利

用されている様子はうかがえない。遺構数が増加するのは２- Ｃ以降で、ほぼ同時期に存在したで

あろう複数の建物・土壙・井戸・溝などの明確な遺構があり、宅地として利用されていたことが

確認できる。２- Ｂ以前の遺構が後続する遺構によって破壊され消滅した可能性もあるが、該当す

る時期の遺物も限られていることから、本来の遺構密度もあまり高いとは考えられない。

（３）第２期の遺構（図 13・14）
遺構数は 2,312 で他の期に較べ圧倒的に多いが、その大半は 1,808 基の小規模なピットであり、

そのほか土壙 444 基、井戸 13基、溝 15条、その他 32基の遺構がある。

路面 SF1999・溝 SD2001（図 10、図版９）  １区北拡張区と３区で検出した四条坊門小路路面お

よび南側溝である。調査地の敷地北端に位置しているため充分な調査範囲を設定することができ

なかったが、東西約 30 ⅿを確認できた。路面

SF1999 は厚さ約 0.2 ⅿで礫を含み固く締まっ

た３～５層の整地層からなる平安時代のもの

と、その上部 0.4 ～ 0.5 ⅿにわたる鎌倉時代か

ら室町時代のものを検出した。南側溝 SD2001

は南半を 16 世紀後半の惣構の濠 SD2000 に

よって破壊されており、北肩部から幅 0.75 ⅿ

程を確認したが、南肩は不明である。深さは約

0.5 ⅿで、炭片を含んだ暗黄灰色の砂泥および

粘質土が堆積していた。遺物は少量だが、４-

Ａに属する土師器・灰釉陶器などが少量出土し

ている。

井戸 SE1111（図 11、図版 12）  １区南北中

央の西寄りに位置する方形縦板組の井戸。掘形

の平面形は約 2.5 ⅿの方形で底部にかけて段状

に狭まる。井戸枠は一辺約１ⅿで、各辺に４枚
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図 10　SF1999・SD2001 実測図（１：100）



ずつの縦板を用い、内側から横桟で支持

している。横桟は縦板下端部とその上方

約 0.5 ⅿの２箇所に残っていた。下段の

横桟は 10 ㎝角と太めの部材を使用して

いるが、一辺が 0.9 ⅿと井戸枠の内寸よ

り小さく、生じた隙間に拳大の石を詰めて縦板を支えている。上段の横桟は８㎝角の部材で、井

戸枠に密着している。底部には径 45㎝、高さ 45㎝の曲げ物を設置し、その周囲に礫を敷き詰め

ている。遺物は最上層から４- Ｂの土師器、下層（主に３層）からは４- Ａの土師器・須恵器・緑

釉陶器が出土している。掘形埋土には多量の木炭が含まれていた。底部の標高は 32.7 ⅿ。

井戸SE3108（図12）  ２区北東部で検出した井戸。掘形平面形は一辺約1.5ⅿのやや崩れた方形。

断面が「Ｕ」字形を呈する。部材が抜き取られたか腐蝕したためか、ほとんど失われていたため

構造は明らかではないが、最下段の方形の横桟が痕跡的に残っていたことから、方形縦板組の井

戸かと推測される。底部には径 55㎝、高さ 23㎝の曲げ物が据えられている。曲げ物の直上まで

小礫と腐植土の混じった粘質土が堆積し、量はさほど多くないが、４- Ｂの土器類が出土した。底

部の標高は 33.2 ⅿ。

井戸 SE2469（図 15、図版 10）  ２区東西中央部北寄りに位置する方形縦板組の井戸。掘形の平

面は南北が 3.2 ⅿ、東西は西側を８- Ｂの井戸 2212 に切られており不明だが３ⅿ以上はある。断

面の形状は北側が緩い斜面をなす歪んだ「Ｕ」字形を呈する。井戸枠は各辺に４ないし５枚の縦
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図 11　SE1111 実測図（１：50）

図 12　SE3108 実測図（１：50）
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図 13　第２期の遺構（西半）実測図（１：200）
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図 14　第２期の遺構（東半）実測図（１：200）



板を７× 10㎝程の角材で組んだ横桟で

支持し、内寸 0.95 ⅿの方形に組む。縦

板の継ぎ目には裏側から薄い割板をあ

てがっている。横桟は３段確認したが、

0.3 ～ 0.35 ⅿ間隔に四隅を縦桟で支え

ている。井戸内には水分を多く含むシ

ルト質の土層が堆積し、４- Ｃの遺物が

出土している。底部の標高は 32.4 ⅿで

ある。この井戸の掘形形状とそれに対

する井戸枠位置が変則的なのは、北東

に近接して４-Ｂの井戸SE2757があり、

掘形掘削時に残存していたその井戸枠

を避けた結果であろう。

土壙 SK2642　２区南東隅付近に位置

する径 1.8 ⅿの円形の土壙。検出時に

は平面形から井戸の可能性を考えたが、

深さは約0.5ⅿで枠などの形跡も無かっ

た。５- Ａの遺物が出土。

土壙 SK2097（図 16）  ２区北東で検

出した埋め甕遺構。上部が削平され、

擂鉢状の掘形に据えられた甕の底部が

残存していた。甕は常滑系の製品と思

われる。遺物はわずかであるが、５- Ｂの土師器が甕内から出土し

ている。埋め甕遺構はこのほかにも数箇所で確認した。単独のもの

が多いが、１区中央部付近では SK1142 ～ 1146 や 1594・1595

など、南北約８ⅿにわたって甕を２列ずつ設置したと思われる土壙

列を約４ⅿ間隔で２箇所検出した。いずれの土壙も甕を据え付けた

状態では検出していないが、整然と配置された大半の土壙の断面形

状が擂鉢状を呈し、土壙内の遺物には甕片が多いことなどから埋

め甕を集積した遺構と捉えられる。遺物は焼締陶器の甕片のほか

SK2097 と同様５- Ｂの土師器が出土している。

井戸 SE2222（図 17、図版 11）  ２区西壁沿い北寄りに検出した方形縦板組の井戸。掘形は西が

調査区外、東が近世の井戸 SE2021 などに破壊され、全体の形状は明らかではないが、南北 3.2

ⅿが確認できる。掘形南端に寄せて設置された井戸枠は内寸約 0.95 ⅿで、各面は９～ 10枚の縦

板を、横桟には断面 10×４㎝の板状の部材を使用している。底部は平坦で、曲げ物などの施設は
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図16　SK2097実測図（１：

図 15　SE2469 実測図（１：50）



ない。井戸内には礫や土器片を

多量に含んだ茶灰色の粘質土が

一様に堆積していた。底部の標

高は 32.2 ⅿ。遺物は５- Ｂに属

する。

土壙 SK2283（図 18）   ２区

張り出し部の南西に位置する土

壙。規模は東西 1.6 ⅿ、南北 0.8

ⅿで、底部は凹凸が激しく不整

形である。土壙内の埋土は礫と

多量の土師器を含んだ暗灰黄色

の砂泥である。土器類は６- Ａ

に属する。

土壙 SK0493　１区南東隅に

位置する土壙。平面形は北東の

一部を他の土壙によって削平さ

れているが、長径約 2.6 ⅿの斜

方向の楕円形を呈している。断

面は浅い皿形で、深さ約 0.3 ⅿ。

６- Ａに属する土師器を主とす

る多量の土器類が出土した。

第２期の遺構は小規模なピッ

トが主体を占めるが、井戸や土

壙なども多数検出され、遺構総

数は第１期に比べて飛躍的に増

加している。遺構数の増加は特に４- Ｂから顕著で、これ

はこの地域の利用が 11世紀中頃から活発になったことを

示すものであろう。

（４）第３期の遺構（図 23・24）
第３期は第２期に較べ遺構数が激減する。遺構数 576

の過半を占める 295 基がピットで、そのほかに土壙 250

基、井戸４基、溝６条、その他 21基がある。

土壙 SX2700（図 19）  ２区東西中央の南寄りに検出し

た東西方向の溝状の土壙。規模は東西約 4.5 ⅿ、南北 1.3
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図 17　SE2222 実測図（１：50）

図 18　SX2283 実測図（１：50）



ⅿ、深さ約 0.7 ⅿ前後で、断面はゆるい「Ｕ」字形を呈する。土師器・須恵器・瓦器・輸入陶磁

器など６- Ｂの土器類が多量に出土した。

土壙 SK2344　２区中央のやや北寄りに位置する土壙。土壙内には多量の常滑系の甕片が重なっ

ていたが、甕底部が土壙の最下部に正位置で出土し、接合の結果１個体に復元できたため、埋め

甕遺構と判断される。常滑の甕としては古い型式に属するが、共に出土した土師器皿は６- Ｂに位

置づけられる。設置から廃絶までの時間経過を示すものだろうか。

井戸 SE0831　１区南東部に位置する六角形縦板組の井戸。掘形は径約 2.2 ⅿの円形。井戸枠は

腐蝕が激しく詳細をつかめなかったが、幅約 50㎝の縦板を１枚ずつ用い、ほぼ正六角形に組み合

わせていることが確認できた。板同士の接合や構造の支持などの方法は不明である。底部の標高

は 32.0 ⅿ。６- Ｃの土器類が出土した。

墓 SX2322（図 20）  ２区中央の北寄りで検出した。東側の一部を 10- Ｂの井戸 SE2197 に切ら

れているが、南北 1.35 ⅿ、東西 0.6 ⅿの土壙。底部は平坦である。埋土中に小礫・炭片・土器片

を多く含む。中央南寄りで渥美産の壷が１個体、北側で土師器皿と白磁皿が重なった状態で出土

している。骨や棺の痕跡は確認できなかったが、土壙の形状や遺物の出土状況からみて壷を蔵骨

器とした火葬墓の可能性が高い。共伴する土師器皿は６- Ｃに属する。

土壙SK2276　２区西端部付近で検出した土壙。平面位置が下部の井戸SE2222と重複しており、

当初同一の遺構と考えたが、堆積状況や出土遺物の時期に大きな開きがあり別の土壙と判断した。

６- Ｃの土器類が多量に出土している。

土壙 SK2253　２区東西中央南壁近くに位置する、東西約 2.3 ⅿ、南北 1.6 ⅿ、深さ 0.3 ⅿの平

面長方形を呈する土壙。土師器を主とする７- Ａの土器類が出土。

井戸 SE2596（図 21）  ２区北東寄りに位置する方形縦板組の井戸。掘形は隅丸方形で、1.4 ⅿ四

方と比較的規模は小さく、底部付近では井戸枠に接する程である。井戸枠は部材の腐蝕が激しく、

とくに縦板は痕跡的にしか確認できない部分もあったが、各面に幅 10㎝前後の板材を７～８枚使

用している。内寸は 0.8 ⅿで、最下段の横桟と四隅に縦桟が残存し、底部には径 38㎝、高さ 35

㎝の曲げ物が設置されていた。底部の標高は 32.2 ⅿ。曲げ物内から常滑系甕の底部が出土した。

遺物は７- Ｂに位置づけられる。

土壙 SK0555　１区東西中央の北寄りに検出した土壙。南北約 3.5 ⅿ、深さ１ⅿ、近世の土取り
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図 19　SX2700 断面図（１：50） 図 20　SX2322 実測図（１：50）



穴や井戸に切られ東西規模は不明である。埋土は均一な茶褐色砂泥で、量は多くないが他地域産

ロクロ成形の土師器を含む７- Ｂの土器類が出土している。

井戸 SE2527（図 22、図版 11）  ２区中央部付近に位置する円形石組井戸。石組内径は約１ⅿで

高さ約 1.5 ⅿ残存。石材は砂岩・チャートなどの自然石が主体で、花崗岩が少量混じる。底部に

は横板を組んだ一辺 0.5 ⅿ、高さ 0.3 ⅿの木枠を据える。底部の標高は 32.1 ⅿである。井戸内か

ら７- Ｃに属する多量の土器類が出土した。

集石 SX2459　２区北西部で検出した集石遺構。南北 2.5 ⅿ、東西１ⅿ程の範囲に拳大の礫が広

がり、掘り込まれた形跡はない。礫の隙間や上面に土器片が散布していた。土器類は７- Ｃに属す

る。南西約５ⅿにも同様の集石遺構 SX2300 を検出している。

土壙 SK0344　１区中央やや西寄りに位置する土壙。平面位置は６- Ａの井戸 SE0997 の井戸枠

部分と重複するが、明らかに成立面が異なり、出土遺物の時期にも大きな開きがある。井戸の堆

積物や構造が腐蝕し、後世に陥没した結果生じた窪みとも考えられる。８- Ａの土器類が出土した。

井戸 SE2212　２区中央部の北西に検出した縦板組の井戸。掘形は径 1.8 ⅿの円形。井戸枠は腐

蝕し一部しか残存していはなかったため正確な辺数は不明だが、９ないし10枚の縦板を内寸約1.1
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図 22　SE2527 実測図（１：50）図 21　SE2596 実測図（１：50）
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図 23　第３期の遺構（西半）実測図（１：200）
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図 24　第３期の遺構（東半）実測図（１：200）



ⅿの多角形に組み合わせた構造である。底部に一辺0.7ⅿの方形の木枠を据えた痕跡が認められた。

底部標高は 32.0 ⅿ。出土遺物の時期は８- Ｂに属する。

第３期は、遺構密度の低い第１期を除くと井戸数が最も少なく、土地利用が前時期に較べ、や

や低調になっていたことがうかがえるが、土壙やピットの数からみると、ある程度継続的に利用

されていたように思われる。

（５）第４期の遺構（図 28・29）
第４期は 15世紀初頭から 16世紀末頃までを想定しており、期の後半は本能寺が存在した時期

にあたる。遺構数は 324 基で、ピット 120 基、土壙 165 基、井戸 13基、溝５条、その他 21基

がある。

土壙 SK0684　１区の東西中央南端に検出した土壙。東西約２ⅿ、南北は北肩部から約１ⅿで調

査区外に延びており不明。深さは約１ⅿで、土壙内には９- Ａの土師器を多量に含む黒褐色砂泥が

堆積していた。建物３の南東隅のピット 0301 に切られている。

土壙 SK2091　２区南北中央西側に位置する土壙。南北 0.8 ⅿ、東西は西から約 0.8 ⅿで９- Ｃ

の土壙 SK2090 に切られており不明。９- Ｂの土師器皿類が多量に出土した。
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図 25　SE0922 実測図（１：50） 図 26　SE0458 実測図（１：50）



井戸 SE0922（図 25）  １区南部東壁寄りに位置する円形石組井戸。掘形は径約 1.8 ～２ⅿの歪

んだ円形で断面「Ｕ」字形を呈する。石組は内径約１ⅿで高さ約２ⅿが残存していた。石材は９

割以上が花崗岩で、他に砂岩や礫岩などが補助的に使われている。底部には一辺 0.85 ⅿと 0.75

ⅿの横板組の方形の木枠が二段設置されていた。底部の標高は 32.1 ⅿ。井戸内の堆積

は腐植土の混じるシルト層で、９- Ｃに属する遺物が出土した。

建物３　１区南部に位置する東西１間×南北４間の南北方向の小規模な掘立柱建物。

柱間は東西 2.7 ⅿ、南北 1.95 ⅿで、柱掘形の平面形は径 0.5 ～ 0.7 ⅿの円形あるいは

楕円形を呈し、底部に石が据えられていたピットもある。遺物は少量だが、各ピット

から９- Ｃに属する土師器などが出土している。

井戸 SE0458（図 26）  １区南北中央の東壁寄りに位置する円形石組井戸。掘形は長径 2.2 ⅿ、

短径 1.8 ⅿの楕円形。石組は内径約１ⅿで、高さ約２ⅿ残存していた。石組に使用されている石

材は砂岩・チャートなどの自然石が主で、その他少量の花崗岩が含まれている。底部には横板を

一辺約 0.6 ⅿの方形に組んだ木枠が設置されて

いた。井戸内の堆積は底部の木枠までは礫を含

んだ茶褐色砂泥、木枠内は腐植土の混じる茶灰

色のシルト層である。底部の標高は 32.3 ⅿ。遺

物は主に木枠内から 10- Ａに属する土師器皿な

どが出土した。

井戸 SE0340　１区中央部やや東寄りに検出し

た井戸。掘形は長径約 3.1 ⅿの楕円形。底部は

平坦でラッパ状に上方に開く。石組などの痕跡

は認められず、全体の構造は不明であるが、底

部に径 0.9 ⅿ程の桶の痕跡が確認できた。遺物

は少量だが、10- Ａの土器類が出土した。

土壙 SK2185　２区中央部に位置する土壙。南

北 1.7 ⅿ、東肩部が 11- Ｂの土壙 SK2053 によ

り破壊されているが、底部の立ち上がりを確認

しており、東西もほぼ同様の規模が想定できる。

深さは約 1.1 ⅿでほぼ垂直に掘り込まれている。

土壙内の埋土は炭片や土器を多量に含む暗褐色

砂泥である。出土土器類は 10- Ａの特徴を持つ

良好な資料である。

井戸 SE2197（図 27）  2 区中央部やや北に位

置する円形石組井戸。掘形は径約 2.2 ⅿの歪ん

だ円形。石組は内径 0.95 ⅿ、高さ約 1.7 ⅿが
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図 27　SE2197 実測図（１：50）
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図 28　第４期の遺構（西半）実測図（１：200）
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図 29　第４期の遺構（東半）実測図（１：200）



残存していた。石組の石材は８割が砂岩で、その他に

チャート・花崗岩などが使用されている。井戸内の堆

積は石組中段までが小礫を含む暗茶灰色泥砂。それ以

下木枠までは粘性の強い茶灰色砂泥、木枠内には同色

のシルト層がみられた。出土遺物には土師器のほか、

瓦器・焼締陶器・国産あるいは輸入陶磁器など、10-Ｂ（新

相）に位置づけられる土器類がある。

石室 SX2291（図 30）  ２区南端付近に位置する長方

形の石室。南西隅の一部が近代の土壙で壊されている。

掘形は東西約 1.5 ⅿ、南北 2.2 ⅿで、石組の内寸は東

西0.9ⅿ、南北1.6ⅿ。石組は１～２段が残存していた。

底部は中央がやや窪むが、ほぼ平坦で特に施設はない。

出土遺物は 10- Ａに属する。

石室 SX2114（図 31、図版６）  ２区北

西部に位置する長方形の石室。掘形は東

西約 2.2 ⅿ、南北２ⅿで、石組の内寸は

東西 1.5 ⅿ、南北 1.1 ⅿだが、後に西側

を埋め戻し新たに石を組んで幅 0.7 ⅿに

縮小している。西面以外の石組はそのま

ま利用している。石組は約 0.5 ⅿ、３段

分が遺存していた。底部はほぼ平坦であ

る。新旧とも埋土から 10- Ｂに属する土

器類が出土している。

石室 SX2169（図 32）  ２区南西隅に位
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図 32　SX2169 実測図（１：50）

図 30　SX2291 実測図（１：50）

図 31　SX2114 実測図（１：50）



置する円形の小型石室。掘形は径約 1.2 ⅿ、

石組の内径は 0.7 ⅿ。石組井戸のような構造

であるが、深さは約 0.3 ⅿと浅い。石組は２

段しかなく、底面は平坦である。石室として

も小規模で、性格は明らかではない。10- Ｃ

の土器類が少量出土した。

２区南北中央西壁寄りでもこの遺構と同様

の円形の小石室 SX2111 を検出した。構造や

規模、出土遺物の時期なども近似している。

濠 SD2000（図 33、図版４・７）  １区北

拡張区および３区で検出した東西方向の濠状

遺構。南肩部は旧校舎の基礎掘形に削平され

ており、正確な幅は不明であるが、北肩部と

同様の傾斜を持つと想定すれば、幅４ⅿを超

えるものと思われる。底部の幅は約２ⅿだが、

中央部の幅１ⅿがさらに 0.3 ⅿ深くなり、全

体では約 1.3 ～ 1.4 ⅿの深さとなる。拡張区

と３区で合わせて約 30 ⅿ分を確認している

が、北肩部が下層の四条坊門小路南側溝と重

複しており、四条坊門小路の南側に沿って掘

られた下京惣構えの濠と考えられる。底部付

近では水の存在をうかがわせる粘質土の堆積

が認められたが、上部には礫を含んだ泥砂層

が重なり、短期間の内に埋め戻されたものと

思われる。遺物は少なく、10- Ｃに属する土

師器皿などが出土。

溝SD0404（図34、図版６）  １区北寄り、SD2000の南約10ⅿを東西に走る溝。幅約１ⅿ、深さ0.4

ⅿ前後。溝内には多量の礫を含む土砂で埋められている。途中を土取り穴や井戸などにより破壊

されていたが、断続的に約 22ⅿを検出したが、２区には延長していなかったようである。出土遺

物は 10- Ｃに属し、SD2000 と同時期のものである。この溝と SD2000 に挟まれた地区では同時

期の遺構がほとんど確認できなかった。惣構えの濠 SD2000 と SD0404 の間に他の遺構の成立を

許さない事情－土塀あるいは土塁などが築かれていた？－を示すものだろうか。

第４期は遺構数が減じた第３期と比較してもさらに遺構数が減少している。しかし井戸に焦点

を当てると、最も遺構密度の高い第２期に匹敵する 13基を検出しており、しかもこのうちの大半

がこの期の中頃に集中している。遺構数の変動を単純に生活密度の低下に結びつけることはでき
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図 33　SD2000 断面図（１：100）

図 34　SD0404 断面図（１：50）



－ 30－

図 35　第５期の遺構（西半）実測図（１：200）



－ 31－

図 36　第５期の遺構（東半）実測図（１：200）



ないが、土地利用状況に何らかの変化があった可能性は考慮しておくべきだろう。期の中頃を挟

む前後の時期では遺構数自体も極めて少数で、この時期の土地利用が低調であった可能性はある。

（６）第５期の遺構（図 35・36）
遺構数は 390 で、ピットが 83 基、土壙が 265 基と最も多く、そのほか井戸 12 基、溝３条、

その他 27 基がある。土壙数の占める割合が高いが、その多くが地山の黄褐色粘質土が砂礫層に

変わる深度で掘り止まっており、この黄褐色粘質土を採取する目的を持った土取り穴と思われる。

これらの土取り穴は形態や分布状況から大きく２群に分けることができる。ひとつは SK0477 付

近から SK0456 にかけて１区中東部に集中する相互の切り合い関係が不明瞭で不整形な土壙群と、

１区西部および２区に分布する SK0257・0314・2219・2207・2058・2078 など、隣接するも

のもあるが互いに独立し、方形に近い整った掘形を持つ一群である。この２群には時期的にも前

後関係が認められ、前者のほぼすべては 11- Ａに属するが、後者は 11- Ｂに属する。また、前者

は遺物が非常に少ないのに対して、後者では土の採取後に廃棄物の処理に利用されたらしく遺物

が多量に含まれている例が多い。

井戸 SE3555　２区北西隅で検出した井戸。掘形は長径

約 1.5 ⅿの歪んだ円形で、断面形状も変則的である。掘

形最下部が桶を据えた跡のような形状を示すが、石材や

木材など構造をうかがわせる遺物が全く出土せず、素掘

井戸である可能性も考慮される。底部標高は 32.5 ⅿ。井

戸埋土には 11- Ａの土器類が含まれていた。

石室 SX2103（図 37）  ２区中央部付近に位置する円形

の小型石室。石材を内径約0.5ⅿの円形に２段積んでいる。

底面はほぼ平らで、径 20㎝前後の石が散布していた。出

土遺物は 11- Ａに属すが、点数は少ない。この遺構の直

下に、内径約１ⅿ、深さ 0.5 ⅿのやや大型の円形小型石

室 SX2111（出土遺物は 10- Ｃ）があるが、遺構の類似

性と出土遺物の時期の連続性から見て SX2111 を埋め戻

した後に、ほぼ同じ場所に規模を縮小してこの SX2103

が構築された可能性が高い。

石室 SX2086（図 38）  ２区中央やや北西寄りに位置す

る小型石室。掘形は南北 0.8 ⅿ、東西１ⅿの方形だが、

石組は掘形東部に寄せて内径約 0.5 ⅿの円形に組んでい

る。石組の東半と西半で石材や積み方が異なっており、

本来方形に組んでいたものを後に改変したのかもしれな

い。深さは約 0.35 ⅿで底部は平坦である。出土遺物は
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図 38　SX2086 実測図（１：50）

図 37　SX2103 実測図（１：50）



11- Ｂに属する。

石室 SX2089（図 39）  ２区中央部の南西寄りに

位置する小型石室。掘形は径約 1.1 ⅿの円形。石組

は長径 30 ㎝前後の大きめの石材を３段積み上げ、

内径 0.6 ⅿの円形に組んでいる。深さは 0.4 ⅿ。平

坦な底部には厚さ約 3㎝ほど粒子の細かい粘質土

が堆積していた。11- Ｂの土器類が出土した。

井戸 SE2040（図 40）  ２区南北中央西壁寄りに

位置する円形石組井戸。掘形は 1.7 ～ 1.8 ⅿの隅丸

方形。石組は上部の大半が抜き取られ、２～３段が

残存するばかりであった。残存部での内径は0.9ⅿ。

石材は砂岩が主で、チャート・花崗岩が補助的に使

用されている。底部には上端で一辺 0.6 ⅿの方形、

高さ 0.8 ⅿの木枠が設置されており、木枠外側を砂

礫層で充填している。底部の標高は 31.6 ⅿ。出土

遺物は 11- Ｂに属する。

土壙 SK2058　２区北壁沿いに検出した土壙。東

西 2.2 ⅿ、南北は 2.5 ⅿ以上、深さ 1.5 ⅿ。土取り

穴として掘削された土壙と思われるが、土の採取後

に廃棄物の処理に利用されている。土壙内には炭片

や木片を含む灰混じりの砂泥層が堆積し、多量の

11- Ｂに属する土器類が出土した。

土壙 SK0314　１区中央のやや南西に位置する土

壙。東西 3.5 ⅿ、南を SK0030 などに切られてい

るが、南北は約 2.7 ⅿ確認した。深さは約 0.8 ⅿ。

炭片を多量に含む茶灰色砂泥と灰層が交互に堆積

し、11- Ｂに属する土器類とともに軟質施釉陶器や

素地、あるいはその焼成に用いた内窯の一部と思わ

れる側面に小孔を開けた筒状の遺物が出土した。

土壙 SK0171　１区北部で検出した土壙。東西約

２ⅿ、南北は南端を 11- Ｃの井戸 SE0173 に壊さ

れているが約３ⅿと推測される。深さは 1.2 ⅿ。こ

の土壙も土取り穴として掘削され、その後に廃棄物

の処理に利用されたものと思われる。土壙内からは

11- Ｂに属する多量の遺物が出土したが、その中に

－33－

図 40　SE2040 実測図（１：50）

図 39　SX2089 実測図（１：50）
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図 41　SK2053 断面図（１：50）



は軟質施釉陶器の素地や半製品が 700 片近く含まれており、SK0314 から出土した内窯の存在と

合わせて、この種の陶器が付近で生産されていたことをうかがわせる資料である。

土壙 SK0257　１区中央部西寄り、SK0314 の北部に位置する東西約３ⅿ、南北 5.8 ⅿ、深さ 0.7

ⅿの土壙。堆積は炭片や礫を含む土層が薄くレンズ状に重なる。軟質施釉陶器やその素地を含む

11- Ｂの土器類が出土した。

土壙 SK2053（図 41、図版５）  ２区中央部南東寄りに位置する東西、南北ともに約８ⅿの大規

模な土壙。深さは 1.2 ～ 1.4 ⅿ。検出位置や出土遺物の時期から本多甲斐守京邸のゴミ廃棄土壙

と推定している。土壙内には、シルト層・砂層・灰層・炭化物層・腐植土層・焼土を含んだ層な

ど多数の層が重層している。最下層には加工痕のある板材や、ほぞ孔を取った角材の切れ端・鉋屑・

大鋸屑などの建築廃材が多量に堆積していた。各層からは 11- Ｂに属する土器・陶磁器類や貝殻・

魚骨・鳥骨などの食物残滓、イヌ・ネコ・シカ・カメなどの獣骨、木製品、漆製品、煙管などの

金属製品といった豊富な遺物が出土している。最下層の建築廃材は本多家造営に関わる可能性が

高い。土壙内に堆積していた塵芥の中には、灰や炭片など他の場所から運ばれてきたものばかり

でなく、木片や生ゴミをこの土壙内で焼却した形跡も認められた。また堆積状況からみても一時

期に埋め戻されたのではなく、おそらくこの土壙は造営時に廃材の捨て場として掘られ、その後

ある程度の期間、ゴミの廃棄場所として使用されていたものと推測できる。土器類の年代観は本

多家が当地に存在した寛永年間にほぼ一致してい

る。

柵１　１区南部中央付近に位置する南北方向の

柱穴列。柱掘形の平面形が幅 0.8 ⅿ前後、長さ 1.3

～ 1.5 ⅿと横長の楕円形を呈し、深さは 0.6 ～ 0.7
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図 43　SX0140 実測図（１：50）図 42　SE0214 実測図（１：50）



ⅿ。柱間は 1.96 ⅿ等間で、６間分検出している。北端は１区南壁から北に約 12ⅿで終わってい

るが、南には延長している可能性がある。11- Ｂの土師器皿が出土している。

柵２　１区南北中央やや北寄りから東壁にかけて東西に並ぶ柱穴列。柱間は 1.25 ～ 1.32 ⅿと

変則的である。柱掘形は径 0.5 ⅿ前後の円形で底部に石を据えているものが多い。惣構えの濠 SD 

2000 廃絶後の四条坊門小路南端の正確な位置は不明だが、現在の蛸薬師通南端から約 21ⅿに位

置する。出土遺物の時期は 11- Ｂ。

溝 SD0193　１区南部中央付近、柵１の東約６ⅿで検出した南北方向の溝。北延長部に同時期の

溝 SD0082 があり、おそらく同一の溝と思われる。合わせると南北長 27ⅿになる。幅は 0.8 ⅿ、

深さは 0.1 ⅿ前後の非常に浅い溝である。均一な細砂が堆積しており、遺物は少ないが、11- Ｂの

土師器などが出土している。

石列 SX0162　１区南西隅に位置する南北方向の石列。長辺 0.5 ⅿ前後の花崗岩の切石を並べて

いる。検出した区間では石は１段のみであったが、南壁断面で２段の石垣であったことを確認し

ている。裏込めから 11- Ｂの土器類が出土した。

井戸 SE0214（図 42）  １区北東部に位置する円形石組井戸。掘形は径 1.5 ～ 1.6 ⅿの円形。石

組は内径 0.7 ⅿで、大半の石材が抜き取られ、底部から２～３段残存していただけである。石材

は８割が砂岩、花崗岩が約１割、他にチャートや泥岩が使用されている。底部には幅 10㎝程の横

板を一辺 0.65 ⅿの方形に組んだ木枠が設置されていた。井戸内には拳大の礫が多量に混じった土

砂が堆積しており、石を抜き取った後に一時に埋め戻されたように思われる。底部の標高は 32.3

ⅿ。遺物は 11- Ｃに属する。

石室 SX0140（図 43）  １区南西隅付近に位置する方形の石室。掘形は東西 2.4 ⅿ強、南北２ⅿ。

石組の内寸は東西 1.5 ⅿ、南北１ⅿで２段の石積みが残っていたが、掘形の深さ 0.6 ⅿからみて

少なくともあと１段はあったと考えられる。11- Ｃの土器類が出土している。

井戸 SE2021　２区北西部に位置する円形石組井戸。掘形は径 1.6 ～ 1.8 ⅿの歪んだ円形。石組

の内径は約 0.8 ⅿで、底部から２～３段を残して抜き去られている。残存していた石組の石材の

約７割が砂岩、２割が花崗岩でその他にチャートなどが使用されている。底部には径 0.8 ⅿ、高

さ 0.9 ⅿの桶が設置されていたが、腐蝕していて板材の単位などは不明である。底部の標高は

31.6 ⅿである。出土遺物は 12- Ａに属する。

第５期の遺構としては、１区中東部の土取り群を除くと、SE3555 などのほか 11- Ａに属する

遺構は少数であり、この遺構密度の低さは 10- Ｃから継続する傾向として注目される。11- Ｂに

なると遺構数が漸増し、江戸時代前期頃から再び土地利用が活発化していったことがうかがえる。

（７）第６期の遺構（図 47・48）
第６期の遺構は 231 基検出した。ピット 30基、土壙 157 基、井戸 32基、その他 12基がある。

土壙の数が目立つが、その多くは近代以降に属し、江戸時代後期の遺構は少ない。これら近代の

土壙や調査直前に撤去された校舎の基礎によって江戸時代後期、特に浅い位置に存在していた遺
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構がかなりの数が失われたであろうことは、井戸数の多さから見ても充分推測できる。したがっ

て今回検出した第６期の遺構群からは、この地域の状況を推測することは困難である。

基礎 SX0046（図版５）  １区南西部で検出した土蔵の基礎。規模は東西 7.8 ⅿ、南北 6.8 ⅿ。布

掘り掘形は幅１ⅿ前後で、内部には粘質土と砂礫層を交互に重ねた版築が施されていた。西辺の

一部と南および東では掘形が１段深まり、そこに長径 0.5 ～１ⅿの石や拳大の礫を充填していた。

その範囲には下層に土取り穴などの深い土壙が存在しており、

基礎工事にあたって下層遺構の軟弱な土壌を取り除き、地盤

改良を施したものと考えられる。12- Ｂの土器類が出土して

－37－

図 44　SX2120 実測図（１：50）

図 46　SX0002 実測図（１：50）

図 45　SK0034・0035・0036・0040 実測図（１：50）
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図 47　第６期の遺構（西半）実測図（１：200）



－ 39－

図 48　第６期の遺構（東半）実測図（１：200）



いる。このほか同様の遺構には SX0010・0032・

0067・2016 がある。

石室 SX2120（図 44）  ２区中央部北寄りに位置

する円形の小型石室。掘形は長径 1.3 ⅿの楕円形。

石組の内径は 0.55 ⅿ、高さ 0.5 ⅿの５段が残存す

る。底部中央がわずかに窪む。出土遺物は 12- Ｂに

属する。

埋め甕 SK0034・0035・0036・0040（図 45）  １

区東壁沿いに位置する埋め甕群。掘形は径0.6～0.7

ⅿの円形（SK0035 は長径 0.8 ⅿの楕円）。SK0034

を除いて底部に甕が据えられていた。甕は上部が削

平され下半部しか残っていなかったが、すべて信楽

の製品である。いずれの土壙にも漆喰片を含む類似

した土層が堆積しており、同時期に廃棄されたもの

とみられる。13- Ａの土器類が少量ずつ出土してい

る。

石室 SX0002（図 46）  １区北部に位置する石室。

掘形は東西 4.7 ⅿ、南北 2.8 ⅿ、石組は内寸東西 3.7

ⅿ、南北 1.8 ⅿで５段残存していたが、掘形との関

係で見れば、少なくともあと１段はあったことが想

定できる。石材はすべて花崗岩である。床面には厚

さ 0.1 ⅿほどの漆喰が貼られ、石組の目地にも漆喰が詰められている。床面の東側には幅 0.6 ⅿ、

高さ 0.25 ⅿの段が作られており、西壁から 0.3 ⅿには径 29㎝、高さ 32㎝と径 20㎝、高さ 23

㎝の鉄釉甕が入れ子状に重ねて設置されていた。甕と甕の隙間には漆喰が充填されていた。出土

遺物は 13- Ｂに属する。

井戸 SE2005（図 49）  ２区北西隅に位置する円形石組井戸。掘形は径 1.7 ～ 1.8 ⅿの円形。石

組の内径は上部で 1.05 ⅿ、最下段で 0.75 ⅿと下方に向かって狭まっている。石積みは 18 段前

後の約 2.5 ⅿが残存しており、底部から約 1.3 ⅿより上部の石組目地には漆喰を施している。底

部には径 0.7 ⅿの円筒形の木枠が設置されていた。14- Ａの土器・陶磁器類が出土した。
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図 49　SE2005 実測図（１：50）



３．遺　　物

（１）遺物の概要
平安時代前半から明治時代にいたる各時代の遺物が整理箱にして 1441 箱出土した。１㎡あた

り 0.686 箱の出土になる。その内容は土器・陶磁器類、瓦類、土製品、石製品、金属製品、木製

品、貝骨製品、動植物遺体など多岐にわたるが、その大半は土器・陶磁器類や瓦類である。以下に、

これらの遺物について概説する。

（２）土器・陶磁器類
土器・陶磁器類の概要　土器・陶磁器類は破片総数 404,540 点が出土した。その内容は国産陶

磁器が増加する江戸時代を除き、各期を通じて土師器が最も多く、全体の７～８割を占めている。

ここでは前章の表２に示した土器群と遺構群の区分に従って、各期の土器様相の概観と主な遺構

から出土した土器群について時期を追って概説を加えたい。

第１期の土器類の概観　第１期は１- Ｂ～３- Ｃ、実年代で言えば９世紀から 10世紀に該当する

が、９世紀に属する土器類の出土はわずかある。したがって、表６に示した数値には、当遺跡に

おけるほぼ 10世紀代の様相が表れているとみて良いだろう。土器類全体での比率をみると須恵器

が土師器に次ぐ順位にあるが、その主体は甕・壷・瓶などの貯蔵具であり、土師器を除いた食器

類（椀・杯・皿など）に着目すると、緑釉陶器 31.2%、黒色土器・瓦器 30.9%、灰釉陶器 16.2%、

白色土器 12.5%、須恵器 6.0%、輸入陶磁器 3.2% となる。施釉陶器や黒色土器に対して須恵器の

食器類が極めて少量であったことがわかる。一方、白色土器がこの時期としてはやや高い比率を

示している点は注目される。輸入陶磁器は須恵器の半数ほどであるが、越州窯青磁を主に白磁や

長沙窯の製品も少量出土している。

SE3444 出土土器（図 50、図版 18・19、表７）
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表６　土器・陶磁器の構成（破片数）



SE3444 の土器類は総破片数 983 片あり、その内容は表７のとおりである。機能別に見ると椀

皿などの供膳具が多く、供膳具 89.7％、貯蔵具 5.1％、煮炊具 4.8％となり、そのうちでは土師

器が 81.3％と大半を占めている。土師器以外の食器類についてみると、黒色土器 31.6％、須恵器

22.2％、緑釉陶器 23.5％、白色土器 7.2％、灰釉陶器 14.1％、輸入陶磁器 1.3％である。２- Ｃに

属する土器群である。

土師器には皿 AⅡ（１～４）、椀 A（５～ 11）、杯 A（12～ 19）、杯 L（20）、高杯（21・22）、甕（23）

などがある。皿 AⅡは口径 12.8 ～ 13.3 ㎝、高さ 1.8 ㎝。口縁部が屈曲し端部を小さくつまみ上

げている。椀 Aは口径 13.3 ～ 14.2 ㎝、高さ 2.2 ～ 2.5 ㎝である。杯類には口径 14.8 ～ 16.0 ㎝、

高さ 2.4 ～ 2.9 ㎝の杯 Aのほか口径 20.2 ㎝、高さ 4.3 ㎝の杯 Lがある。いずれも手法や形態の特

徴は皿と類似する。高杯は杯部から裾部まで全体の形状のわかるものはない。杯部（21）は口径

28.0 ㎝、軸部（22）の面取りは粗い。甕は緩やかに屈曲する短い口縁が付くもので、内面をコテ

で滑らかに仕上げている。黒色土器には椀（24～ 27）、鉢（28）、甕（29・30）があり、すべて

内面のみを黒色化させたＡ類である。椀には口径 12.1 ㎝の小型のものと 16.7 ㎝の大型のものが

ある。いずれも内面のみミガキ、貼り付け高台。27は内面底部に暗文を施す。鉢は口径 11.2 ㎝、

高さ 4.7 ㎝、底径 6.0 ㎝。体部の立ち上がりが強く椀とは形態が異なる。外面体部ケズリ、高台

は貼り付け。甕（29）は口径 25.6 ㎝。口縁部内面ハケメ調整、体部はコテで平滑に調整している。

須恵器には椀（31・32）、鉢（33・34）、壷（35）が

ある。椀（31）は口径 12.8 ㎝、高さ 4.6 ㎝、底径 6.4 ㎝。

緑釉陶器と同様の形態のもので、底部の形態は削り出

しの輪高台。平安京近郊の生産地で作られたものであ

る。鉢には口径 17.0 ㎝の小型のものと、口径 22.0 ㎝

の大型のものがある。いずれも口縁部は玉縁状を呈す

る。白色土器には椀（36・37）がある。36 は体部下

段以下をケズリ、底部は削り出し高台、底部以外の部

位には粗いミガキが施される。37は底径 7.0 ㎝、貼り

付けの高台内に糸切りを残すもので、東海系の製品か。

緑釉陶器には皿（38～ 42）、椀（43～ 53）、壷（54）

がある。皿には山城（39）、猿投（38）、東濃あるい

は近江（40・41）と長門系のもの（42）がある。山

城系の 39 は削り出し高台、口縁部の４方に輪花を持

つ。他はいずれも貼り付け高台。椀も同様に山城（43・

45・46・53）、猿投（48 ～ 51）、東濃または近江系

のもの（44・47・52）がある。44は口縁部の５方に

ヘラで押さえた輪花が付く。壷は外面体部下半をケズ

リのち粗いミガキ、内面にも薄く施釉される。灰釉陶
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表７　SE3444 出土土器の構成（破片数）
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図 50　SE3444 出土土器実測図（１：４）



器には貼り付け高台の椀底部（55・56）がある。大半が東濃の製品と思われる。輸入陶磁器には

白磁椀（57）、越州窯青磁椀（58）がある。白磁椀は底径 10.0 ㎝。外面底部以外を均一に施釉する。

越州窯青磁椀は小片のため口径不明。

SE3000 出土土器（図 51、表８）

SE3000 出土土器は総破片数 346 片あり、その内容

は表８のとおりである。形態別に見ると椀皿などの供

膳具が多く、供膳具 61.3％、貯蔵具 34.4％、煮炊具 2.9 

％となっている。供膳具のうちでは土師器が 53.8％で

ある。土師器以外の食器類では黒色土器 8.7％、須恵

器 57.8％、緑釉陶器 19.7％、白色土器 6.0％、灰釉陶

器 6.0％、輸入陶磁器 1.8％と須恵器が多く、この時期

の比率としてはやや特異である。土器類は３- Ａに属

する。

土師器には皿A（59・60）がある。口径13.2～14.0㎝、

高さ 1.6 ～ 2.4 ㎝。小片が多く図示できるものは少な

い。黒色土器には甕の口縁部（61）がある。須恵器に

は皿（62）、鉢（63）、大型壷（64）、甕（65）などが

ある。皿は口径 14.4 ㎝、高さ 2.4 ㎝、底径 7.6 ㎝。底

部は削り出しの輪高台。胎土は須恵質で山城系緑釉陶

器と共通する形態である。鉢は口径 27.0 ㎝。口縁部

は屈曲し端部は玉縁状を呈する。大型壷は口径23.2㎝、

口縁部中段に２条の沈線を巡らす。甕は口径 25.0 ㎝。

体部はタタキ、口縁部はシャープに作られている。白
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図 51　SE3000 出土土器実測図（１：４）

表８　SE3000 出土土器の構成（破片数）



色土器は糸切り未調整の椀底部（66）がある。緑釉陶器では図示できるものは椀・皿の底部のみ

で、全形をあらわせるものはない。皿（67）は削り出しの蛇の目高台。全面に刷毛塗り施釉される。

山城産。椀（68）は貼り付けの輪高台。外面底部には施釉しない。近江産。椀（69）は全面に施

釉し、内面には陰刻花文の一部が認められる。貼り付け高台。尾張産。灰釉陶器は貼り付け高台

の底部（70）で底径は 5.4 ㎝。

SD3330 出土土器（図 52、図版 19、表９）

SD3330 出土土器は総破片数 2,027 片あり、その内容は表９に示した。形態別に見ると供膳具

94.4％、貯蔵具 2.0％、煮炊具 3.4％と供膳具が多い。供膳具のうちでは土師器が 84.8％と大半を

占めている。土師器以外の食器類について比率をみれば、黒色土器 19.4％、須恵器 4.0％、緑釉

陶器 31.5％、白色土器 37.4％、灰釉陶器 6.2％、輸入陶磁器 1.5％と平安京内における白色土器

の出土例としてはかなり高い比率を示す。この土器群の持つ特徴的な要素といえよう。３- Ａに属

する土器群である。

土師器には皿 A（71～ 77）、皿M（78・79）、皿 L（80～ 84）、杯 L（85～ 88）、椀（89）、甕（90）、

羽釜（91・92）がある。食器類は非常に薄く作られ、口縁の屈曲は強く端部は小さくつまみ上げ

ている。椀皿類は形態・手法とも共通し、その区別はあまり明瞭ではない。皿 Aは口径 11.5 ～

12.2 ㎝、高さ 1.1 ～ 1.9 ㎝。皿Mは口径 13.1 ～ 14.1 ㎝、高さ 2.0 ㎝。皿 Lは口径 15.3 ～ 17.9

㎝、高さ 1.8 ～ 2.7 ㎝。杯 L は口径 18.1 ～ 20.2 ㎝。

85 は内面底部にハケメを残している。椀（89）は口

径 18.1 ㎝、高さ 6.1 ㎝、径 9.3 ㎝の高い貼り付け高台

を持つもので、主体を成す食器類とは形態や技法の特

徴が異なり他地域産のものと思われる。甕は口径 15.2

㎝。口縁部は短く、調整はナデとオサエでおさめる。

羽釜は口径21.2と 24.2㎝。鍔以下を縦方向のハケメ、

以上をナデ。胎土は粗く砂粒を含む。黒色土器には椀

（93）、甕（94）がある。椀は口径 16.8 ㎝、全面にミ

ガキを密に施す。内外面とも黒色化させたＢ類。甕は

内面のみ黒色化させたＡ類で口径 13.0 ㎝、ミガキは

認められない。須恵器には壷蓋（95）、鉢（96・97）

がある。壷蓋は直立した口縁を持ち、天井部には宝珠

形ツマミが付く。天井部の調整はヘラ切り後ナデ。鉢

は口径 19 ㎝台。口縁端部の玉縁は明瞭さを欠く。白

色土器では椀・皿（98 ～ 103）、三足盤（104）、蓋

（105）、高杯（107）などが出土している。椀は口径

15.7 ～ 16.4 ㎝。103 は底部中央に径 0.8 ㎝程の孔を

穿つ。皿は口径 15.3 ㎝。形態や成形技法は椀皿共に
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表９　SD3330 出土土器の構成（破片数）
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図 52　SD3330 出土土器実測図（１：４）



山城系緑釉陶器に共通する。三足盤は口径 16.1 ㎝。脚の面取りは省かれている。蓋は口径 12.9

㎝で出土している椀皿類との口径とは一致しない。106 は高台部分の破片であるが器形不明。緑

釉陶器には皿（108～ 110）、椀（111～ 113）がある。皿は口径12.3 ～ 14.5 ㎝、高さ 2.1 ～ 2.8 ㎝。

108・109 の胎土は軟質で濃緑色の釉を厚く掛けている。近江系。110 は山城系。椀は口径 12.4

㎝と 13.6 ㎝。いずれも口縁部の４方にヘラによる輪花を施す。胎土は硬質、近江系。灰釉陶器は

椀（114）と短頸壷（115）が出土している。輸入陶磁器には越州窯青磁椀（116）と白磁椀（117）

がある。

SD3350 出土土器（図 53、表 10）

SD3350 出土土器は総破片数 842 片あり、その内容は表 10のとおりである。形態別に見ると

椀皿などの供膳具が多く、供膳具 93.5％、貯蔵具 4.3％、煮炊具 2.0％となっている。供膳具のう

ちでは土師器が 86.1％と大半を占めている。土師器以外の食器類について比率を示せば、黒色土

器 46.8％、須恵器 8.3％、緑釉陶器 35.8％、白色土器 7.3％、灰釉陶器 0.9％、輸入陶磁器 0.9％

である。土器類は３- Ｂに属する。

土師器には口径 10㎝台の皿 A（118 ～ 125）、13㎝台の皿 L（126）、15～ 16㎝台の杯 L（127・

128）やロクロ成形土師器の皿X（129・130）、皿 Lに高台を貼り付けた脚付きの皿（131）がある。

黒色土器には椀（132）がある。内面は密なミガキ、外面はケズリ調整、高台は貼り付け。A類。
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表 10　SD3350 出土土器の構成（破片数） 表 11　SK3563 出土土器の構成（破片数）



緑釉陶器（133）は貼り付け高台の底部で椀皿の

区別はつけがたい。全面施釉。尾張産。

SK3563 出土土器（図 54、表 11）

SK3563 出土土器は表 11 のとおり総破片数 213 片と少量である。その内容は土師器 79.3％、

黒色土器 13.1％、須恵器 1.9％、緑釉陶器 3.3％、白色土器 0.0％、灰釉陶器 2.3％である。土器

類３- Ｃに属するが、４- Ａ的な様相を持つ土器群である。

土師器には口径 10㎝台後半の皿 A（134 ～ 140）と口径 17.8 ㎝の皿 N（141）がある。緑釉

陶器椀（143）は口径 15.1 ㎝、底部外面以外に暗緑色の釉を厚く施釉する。高台は貼り付け、近

江産。灰釉陶器段皿（142）は口縁部の小片である。

第２期の土器類の概観　第２期は４- Ａ～６- Ａ、実年代では 11世紀初頭から 12世紀末頃まで

に該当する幅を想定している。土器類の構成（表６）は土師器が 80％以上を占めている。須恵器

は 6.6％と第１期と大きく変わらず、内容もやはり貯蔵具が主体であるが、貯蔵具にはこの期の後

半には焼締陶器や古瀬戸が加わってくる。第１期と様相が一変するのは食膳具で、その比率は輸

入陶磁器 44.8%、黒色土器・瓦器 18.6%、須恵器 12.1%、緑釉陶器 9.8%、灰釉陶器 9.7%、白色

土器 4.9% と、多数を占めていた緑釉・灰釉に代わって白磁や青磁など輸入陶磁器が半数近くを占

めている。また期の前半から黒色土器に代わり瓦器が増加してくる。

SE1111 出土土器（図 55、図版 19・20、表 12）

SE1111 出土土器は総破片数 943 片あり、その内容は表 12 のとおりである。形態別の比率

を見ると供膳具 74.9％、貯蔵具 21.8％、煮炊具 2.0％となっている。土師器以外の食器類につ

いての比率は、黒色土器 17.6％、須恵器 2.5％、緑釉陶器 29.1％、白色土器 16.6％、灰釉陶器

26.6％、輸入陶磁器 7.5％と施釉陶磁器が過半数を占める。最上層から出土した土師器皿 A（144

～ 150）は４- Ｂに位置づけられるが、それら以外の下層出土の土器群に付いては４- Ａに属する

ものである。

土師器には皿 A（144 ～ 158）、皿 N（159 ～ 164）、甕（165・166）がある。皿 Aの口径は

144 ～ 150 が 9.7 ～ 11.2 ㎝、151 ～ 157 が 10.7 ～ 11.4 ㎝と幅はあるが均等に分布する。158
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図 54　SK3563 出土土器実測図（１：４）

図 53　SD3350 出土土器実測図（１：４）



は 12.2 ㎝とやや大型である。皿Nには口径 13.0 ～ 14.0 ㎝・高さ 2.1 ～ 2.6 ㎝と、口径 16.5 ～

17.5 ㎝・高さ 2.6 ～ 3.6 ㎝の２群がある。口縁部が外反し二重のナデ痕を残す。皿 Aの口径が縮

小化し、皿Nが定形化している。黒色土器椀（167・168）は口径 15.6 ～ 15.9 ㎝、168 は内面のみ、

167 は内外面ともに密なミガキを施す。Ｂ類。須恵器には鉢（170）、皿（169）がある。鉢は口

径 27.3 ㎝、高さ 12.1 ㎝、底径 14.8 ㎝。底部糸切り後中央部をヘラで軽く調整をしている。内面

底部の一部が磨滅している。170・174 は井戸掘形から出土している。皿は口径 8.0 ㎝の小さな

もので底部は糸切り未調整。緑釉陶器椀（171 ～ 174）はいずれも近江産。172 は外面底部以外

を施釉、他は全面施釉。174 は４方にヘラにより輪花を施す。174 以外は底部の糸切りをナデ消

している。灰釉陶器には椀（176 ～ 181）、段皿（175）がある。椀は口径 15.0 ～ 15.5 ㎝、底径

6.6 ～ 7.7 ㎝。底部に糸切りを残すものがあらわれる。段皿は口径 11.3 ㎝、高さ 2.4 ㎝、底径 5.7

㎝。底部に糸切りを残す。輸入陶磁器では白磁椀（182 ～ 184）がある。184 には輪花の切り込
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図 55　SE1111 出土土器実測図（１：４）



みが一部残る。

SE3108 出土土器（図 56、表 13）

SE3108 出土土器は総破片数 695 片で、その

内容は表 13 に示すとおりである。形態別に見ると椀皿などの供膳具が主体で、供膳具 78.0％、

貯蔵具 21.3％、煮炊具 0.6％となっている。４- Ｂに属する土器群である。土師器を除いた食器

類の比率は、輸入陶磁器 29.9%、灰釉陶器 20.9%、白色土器 17.9%、須恵器 13.4%、緑釉陶器

13.4%、瓦器 4.5% と、白磁を主とする輸入陶磁器が最も多くなっている。

土師器には皿 A（185 ～ 190）、皿 Ac（191）、皿 N（192 ～ 200）、盤（201）がある。皿 A

は口径 10.3 ～ 11.0 ㎝、高さ 1.7 ～ 1.9 ㎝、器壁は厚い。皿 Ac は口縁部を内側に折り曲げたコー

スター形のもので、口径 10.3 ㎝、高さ 1.0 ㎝。皿Ｎには口径 10 ～ 11 ㎝台の小型のもの（192

～ 195）、15 ㎝台後半から 17㎝台前半までの大型のもの（197 ～ 200）と、その間に口径 13.5

㎝（196）の３群がある。盤は外方に張り出す高い高台が付く。須恵器には杯 A（205）、壷（206）、

甕（207・208）がある。杯 Aは底部ヘラ切りで胎土はやや軟質。壷は底径 14.6 ㎝。甕（207）

は口径 30.2 ㎝、頸部に接合痕が認められ、口縁部内外面に鉄泥を刷毛塗りしている。猿投窯の製

品か。208 は口径 27.8 ㎝、外面はヨコ方向の規則正しいタタキ、一部にハケメを施す。内面は粗

いハケメ調整。白色土器には椀（202・203）、皿（204）がある。椀は口径 13 ㎝台、底部は糸
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表 13　SE3108 出土土器の構成（破片数）表 12　SE1111 出土土器の構成（破片数）



切りを残した円盤高台。皿は削り出しの輪高台である。灰釉陶器としたもの（209 ～ 215）には、

施釉痕が確認できず、底部外面に糸切り跡を残し粗雑な高台を付けた山茶椀化したもの（210 ～

213）が含まれている。口径 8.7 ㎝の小椀（209）、口径 15.4 ㎝の椀（213）の他は底部のみ残存

する。底径は 5.0 ～ 7.9 ㎝。輸入陶磁器には白磁の皿（216）・椀（217・219）・鉢（220）、青白

磁椀（218）などがある。白磁椀（217）の内面には劃花文が認められる。椀・鉢はいずれも口縁
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図 56　SE3108 出土土器実測図（１：４）



部は折り返されて玉縁状を呈する。青白磁椀は内面に劃花文を配する。

SE2469 出土土器（図 57、表 14）

SE2469 出土土器は総破片数 1,768 片あり、内容は表 14に示したとおりである。土師器以外の

食器類の比率は、黒色土器 2.5％、瓦器 14.8％、須恵器 14.8％、緑釉陶器 6.3％、白色土器 6.0％、

灰釉陶器 7.9％、輸入陶磁器 47.6％である。４- Ｃに属する。

土師器には皿N（221 ～ 228）、甕（229）がある。皿Nには口径 9.0 ～ 10.1 ㎝の小型のもの（221

～ 224）と 13.9 ～ 15.6 ㎝の大型（225 ～ 228）のものがあるが、口縁残存率の少ない資料が多

く、口径計測値の信頼度は高くない。甕（229）は口径 21.7 ㎝、やや扁平でずんぐりとした体部

に強く外反した短い口縁が付く。体部下方には台型で受けた痕が凹線状に認められる。瓦器には

椀（230・231）がある。231 は粗雑な作りの二重高台底部である。白色土器には皿（232）、高

杯（233）がある。皿は口径 8.8 ㎝、高さ 1.2 ㎝。底部はケズリ。高杯は軸部と杯部の接合部分で

ある。軸の面取りは 12面。須恵器甕（234）は口径 22.6 ㎝。体部外面はヨコ方向のタタキ。東
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図 57　SE2469 出土土器実測図（１：４）



播系の製品か。緑釉陶器鉢（235）は底径 15.2

㎝。外面の高台内以外を刷毛塗り施釉する。内

面は磨滅し平滑である。241 の灰釉陶器鉢と形

態・手法とも共通する。灰釉系陶器には椀（236

～ 240）、鉢（241）がある。椀（236）は口径 15.6 ㎝、口縁部の４方を指で押して輪花とする。

施釉痕は無い。底部は 237 以外は高台内に糸切りを残す。鉢は底径 18.8 ㎝と大型のものである。

内面の重ね焼き部分を外して薄く刷毛塗り施釉する。高台内には墨が付着する。内面底部は磨滅

し平滑になっている。輸入陶磁器には白磁皿（242・243・248）・椀（244 ～ 247・249）、褐釉

壷（250）がある。243 は段皿。椀には口縁端部が小さく外反するのものと、玉縁状に肥厚する

ものがある。褐釉壷は丸く折り返された玉縁状の口縁部。内面は刷毛塗りで薄く、外面には鉄分

の多い灰釉を厚く施釉している。器面は焼成時の炭素が抜けきらず、暗オリーブ色を呈する。

SK2642 出土土器（図 58、表 15）

総数 437 片と量は多くないが、土師器を主に瓦器・須恵器・焼締陶器・輸入陶磁器など５- Ａ

に属する土器類があり、土師器皿には完形品や破片の大きな資料が多い。

土師器には皿 Ac（257・258）、皿 N（251 ～ 256・259 ～ 268）、甕（269）がある。皿 Ac

は口径 9.0 ～ 10.0 ㎝。皿 N には口径 9.5 ㎝前後（251 ～ 256）、14.5 ㎝前後（259 ～ 263）、

15.7 ㎝前後（264 ～ 267）と 25.0 ㎝の大型品（268）の４群がある。口縁部の外反は少なく直
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表 15　SK2642 出土土器の構成（破片数）表 14　SE2469 出土土器の構成（破片数）



立気味であるが、ナデは二段に施されている。甕は口径 16.3 ㎝、扁平な球形の体部をもち、外面

は丁寧なオサエ、内面にはハケメ調整を施す。瓦器には椀（270）、羽釜（271）、火鉢（272）が

ある。椀は口径 14.6 ㎝、口縁端部内側に沈線が巡る。ミガキは内外面ともやや粗い。羽釜は口径

18.0 ㎝、内傾する口縁部下方に短い鍔を付ける。おそらく三足が付くものだろう。火鉢は平底で

上端部が幅広の口縁を持ち内面に粗いミガキが施されている。山茶椀（273 ～ 275）275 は口径

16.6 ㎝、高さ 4.7 ㎝、底径 8.0 ㎝。糸切りの底部に粗雑な高台を貼り付ける。施釉痕は認められ

ない。輸入陶磁器には白磁椀（276・277）、青磁椀（278）、黄釉盤（279）、褐釉壷（280）など

がある。白磁椀は玉縁の口縁と、露胎の底部である。青磁椀は内面に櫛描文、外面には片切り彫

りを施す。同安窯。黄釉盤はくの字状に折れ曲がり外反する口縁部で、内面にのみ施釉している。

褐釉壷は外面の底部以外を施釉している。

SE2222 出土土器（図 59、表 16）

SE2222 出土土器は総破片数 383 片あり、その内容は土師器 58.7％、瓦器 9.1％、須恵器・山

茶椀 26.6％、白色土器 1.6％、輸入陶磁器 3.9％である。５- Ｂに属する土器群である。
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図 58　SK2642 出土土器実測図（１：４）
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図 59　SE2222 出土土器実測図（１：４）

表 16　SE2222 出土土器の構成（破片数） 表 17　SK0493 出土土器の構成（破片数）



土師器には皿N小（281 ～ 290）、皿 N大（291 ～ 298）、三足盤（299）がある。皿N小は口径 9.3

～ 10.2 ㎝、皿 N大は 14.0 ～ 15.5 ㎝。三足盤は厚造りで底部には不釣り合いとも思える大きな

脚が付く。内外面ともミガキ調整。須恵器鉢（301・302）には口径 20㎝台のものと 30㎝台の

２種類がある。体部は直線的に開き、口縁端部は体部の厚みのまま単純におさめる。302 には片

口が残る。須恵器甕（303）は口径 31.8 ㎝、体部は格子目タタキ、鉢ともに東播系の製品と思わ

れる。その他に山茶椀（300）、玉縁の口縁をもつ白磁椀（304）などがある。

SK0493 出土土器（図 60、表 17）

SK0493出土土器は総破片数62,231片あり、その内容は土師器99.7％、瓦器0.1％、須恵器0.2％、

輸入陶磁器 0.1％と出土土器の大半を土師器が占める。６- Ａに属する。

土師器には皿N（305 ～ 322・326 ～ 341）、皿 Ac（323 ～ 325）がある。皿 Nには口径 9.5

㎝前後（305 ～ 319）、11.9 ㎝前後（320 ～ 322）、14.5 ㎝前後（326 ～ 341）の３群があり、

各群には口径に対して深みの強いもの（315・321・337 など）が少数ある。これらの形態は、こ

の土壙の資料には含まれていないが、６- Ｂから明確に出土が確認できる白色系の土師器（皿 S）

に類似している。土師器皿類の口縁部のナデが二段ではなく一段に見えるものが大半を占める。

輸入陶磁器には白磁皿（342・343）・椀（344・345・347）・壷（348）、青白磁椀（346）がある。
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図 60　SK0493 出土土器実測図（１：４）



白磁皿はやや黄色みのかかる透明感のない釉を外面下部以外に施す。白磁椀は図示した２点とも

が高台部分には施釉せず、対応するように内面重ね部分の釉を掻き取っている。347 は外面に片

切り彫りで蓮弁をあらわし、内面口縁部付近に沈線が一条巡る。白磁壷は高台内に「×」のヘラ

記号がある。青白磁椀の内面には櫛描文が施されている。

第３期の土器類の概観　第３期は６- Ｂ～８- Ｂ、実年代では 13世紀初めから 15世紀の初頭に

該当する。土師器が約 80％と最多数を占めるのは第１・第２期と同様であるが、瓦器が 7.0％、

焼締陶器が 4.6％と第２期と比較して増加している。瓦器の増加は椀・皿などの食器類だけでなく

それに鍋・釜類や炉・火鉢が多量に加わることによる。焼締陶器では常滑や渥美など東海系の製

品に加え、期の後半には備前や信楽の製品が含まれるようになる。また少量ではあるが古瀬戸を

含む土器群が目立ってくるのもこの期の特徴といえる。食膳具では緑釉陶器・灰釉陶器が姿を消し、

輸入陶磁器 52.3%、瓦器 35.8%、須恵器（大半が山茶椀）8.9%、古瀬戸 2.5%、白色土器 0.6% と、

青磁を主とする輸入陶磁器が過半を占める。

SX2700 出土土器（図 61・62、表 18）

SX2700 出土土器は総破片数 5,359 片あり、その内容は表 18 に示したとおりである。形態別

に見るとやはり椀皿などの供膳具が多く、供膳具 85.5％、貯蔵具 8.6％、煮炊具 4.3％となってい

る。６- Ａに属する土器群である。

土師器の食器類では、コースター形の皿 Ac、皿 N

（349 ～ 375）、白色系の皿 S（380 ～ 389）、コースター

形の皿 Sc（376 ～ 379）がある。皿 Ac は口径 9.7 ㎝

のものが１点ある。皿Nには口径 8.5 ㎝前後（363 ～

375）、12.8 ㎝前後（349 ～ 361）、13.8 ㎝前後（362）

の３群、皿 Sは口径 9.5 ㎝前後、11.0 ㎝前後（382 ～

387）、12.7 ㎝前後（388・389）のほか形態が皿 N

に類似する口径 9.5 ㎝の皿（380・381）がある。皿

Sc には 5.8 ㎝前後（376・377）、7.0 ㎝前後（378・

379）の２種がある。皿 390 は口径 11.8 ㎝、主体を

成す土器群とは胎土・形態が異なり、産地の違いが

考えられる。土師器には他に火鉢（395・396）があ

る。平底に低い足が付き、水平に近い上端面を持った

厚い口縁は瓦器火鉢と共通の形態である。瓦器には椀

（391）、羽釜（392）、羽釜の脚部（394）、鍋（393）

がある。椀には体部外面に輪花のヘラ痕が認められる。

羽釜（392）はやや浅く、脚は付かない。鍋は蓋の受

けが付くもので、内面には細かなハケメ調整を施す。

須恵器には鉢（397 ～ 399）、甕（400・401）がある。
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表 18　SX2700 出土土器の構成（破片数）
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図 61　SX2700 出土土器実測図 - １（１：４）



鉢は口径 16.8 ㎝と小振りで口縁端部を丸く収めているものと、口径 30㎝前後で直線的に開き口

縁端部は器壁の厚さと等しい端面を持つものがある。甕は口縁端部の形態が帯状をなすものと、

丸くつまむように締めたものがある。白色土器壷（402）は糸切り未調整の底部。輸入陶磁器に

は白磁椀（406 ～ 408・410・411）・皿（403・409）、青磁椀（404・405・412 ～ 414）・皿（415）、
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図 62　SX2700 出土土器実測図 - ２（１：４）

図 63　SK2344 出土甕実測図（１：６）


